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色とその配置位置に基づいた視覚的印象による
Webページ検索手法の実現方式
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あらまし 本研究では，Webページに含まれる色とその配置位置に基づいた視覚的印象によるWebページ検索手法

を提案する．ここで，色とその配置位置に基づいた視覚的印象とは，Webページがブラウザに表示された直後のイ

メージのうち，検索者が記憶する部分を指す．本手法の主要な特徴は，Webページ画像を視覚的印象として，Web

ページ検索のための索引自動構成機構を実現する点にある．これにより，検索者は色とその配置位置を記憶している

状況下において，検索キーを言葉で与えることが困難な場合でもWebページ検索が可能となる．さらに，Webペー

ジ画像から抽出される特徴を検索者が指定する機構を実現する．これにより，同一Webページに対する異なる検索者

の記憶の相違による検索精度の低下の抑制が可能になる．本手法のプロトタイプを実装し，実験により本手法の有効

性を検証する．
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Abstract In this paper, we present an implementation method of the Web page retrieval based on the visual

impression. This method equips us search the Web page using color scheme of that one as a search key. Our main

feature is to conform visual effects of a Web page to that of a indistinct memory. And we implement our system

to make pictures when we input indistinct memory of color scheme of the Web page. By using our system, we can

search the Web page using the visual impression instead of the keywords. We clarify the validity of our method by

several experiments.
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1. は じ め に

近年，文書データだけでなく，画像やそれらを配置するレイ

アウトで構成されたWebページが増加している．現在までに，

Web ページが文書データであることを利用し，キーワードに

よる検索でWebページの獲得が可能となった．しかしながら，

Web ページをキーワードで表現することが困難な状況が存在

する．これは，Webページはテキストデータ，色，画像などの

コンテンツと，それらを配置するレイアウト情報を特徴に持つ

マルチメディアデータであることに起因する．そのため，Web

ページのテキストデータに含まれる内容を記憶しておらず，他

の特徴を記憶している状態においては，記憶に残っているWeb

ページの状態をキーとしてWebページを再現するのが自然な

要求である．したがって，キーワードによる検索だけではなく，

画像，レイアウト，見た目に応じた検索機能の実現は，検索者

が欲するWebページへのアクセス機会を増大させる．

本章では，Webページに含まれる色とその配置位置に基づい

た視覚的印象によるWebページ検索手法を提案する．ここで，

色とその配置位置に基づいた視覚的印象とは，Webページがブ

ラウザに表示された直後のイメージ（以後Webページ画像と
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図 1 提案手法の全体構成

呼ぶ）のうち，検索者が記憶する部分を指す．本手法の主要な

特徴は，Webページ画像を視覚的印象として，Webページ検

索のための索引自動構成機構を実現する点にある．これにより，

検索者は色とその配置位置を記憶している場合に，検索キーを

言葉で与えることが困難な状況においてWebページ検索が可

能となる．さらに，Webページ画像から抽出される特徴を検索

者が指定する機構を実現する．これにより，同一Webページ

に対する異なる検索者の記憶の相違による検索精度の低下の抑

制が可能になる．本手法のプロトタイプを実装し，実験により

本手法の有効性を検証する．

2. 提案手法の実現方式

Webページ画像は，画像検索を目的としたシステムで対象と

なる写真群と比較すると次の 2点の特徴を持つ．

特徴-1 モニタへ色を再現させる制限を持つため，単調な色が

連続配置している．

特徴-2 左部にメニューボタンを並べる，上部に企業の色を入

れる，などある程度規則性のあるレイアウトを持つ．

提案システムは，Webページ画像が持つ上記 2点の特徴を視覚

的印象として抽出し，その特徴に基づいたWebページ検索の

ための索引自動構成機構（視覚的印象に基づく索引自動構成機

構と呼ぶ）を実現する．視覚的印象の抽出は，上記特徴に従い

“色とその配置位置”であると仮定して行う．さらに，検索者毎

に異なる記憶に対応したWebページ検索手法（以後視覚的印

象の強度調整機能を有するWebページ検索機構と呼ぶ）を提

供する．

2. 1 視覚的印象に基づく索引自動構成機構の実現方式

ここでは，Web ページ画像の特徴的部分を視覚的印象とし

て抽出し，その特徴的部分に基づいたWebページ検索のため

の索引自動構成機構の実現方式について述べる．図 1の左部分

に，索引自動構成機構の構成を示す．本手法は，次の手順によ

り実行する．

Step1-1 Webページ画像を生成する

閲覧したWebページを画像として保存する．検索者が記憶

している部分は実際に表示された部分であることから，ブラウ

ザで表示された部分のみを画像として保存する．閲覧時におけ

るWebページの情報をそのまま記憶することで，検索者が実

際に検索を行う時の環境と，閲覧時の環境は同等であると考え

られ，閲覧時と検索時の印象の違いは少なくなる．

Step1-2 Step1-1で得られたWebページ画像を索引となる

色へ近似する

提案手法は，Webページ画像に含まれる色の割合を索引とす

る（以後，索引となる色を索引色と呼ぶ）．Webページ画像に

含まれる色から索引色への変換は，1ピクセルごとに含まれる

RGB値を L*a*b*表色系へ変換し，索引色との色差がもっとも

小さいものへ近似することで行う．L*a*b*表色系は，RGB値

からの変換式が用意されており，色差が一定の空間であるので

色の違いが距離により比較可能となる利点がある．以下の変換

式を用いて RGB値を L*a*b*値へ変換する [1], [9]．

X = 0.3933R + 0.3651G + 0.1903B (1)

Y = 0.2123R + 0.7010G + 0.0858B (2)

Z = 0.0182R + 0.1117G + 0.9570B (3)

L∗ = 116
(

Y

Yn

) 1
3
− 16 (4)

a∗ = 500

[(
X

Xn

) 1
3
−

(
Y

Yn

) 1
3
]

(5)

b∗ = 200

[(
Y

Yn

) 1
3
−

(
Z

Zn

) 1
3
]

(6)

ここで式 (4),(5),(6)におけるXn, Yn, ZnはWebページ閲覧時

の環境により異なる刺激値を補正する定数であり，ここでは文献

[9]に従いXn = 98.072, Yn = 100, Zn = 118.225とした．ただ

し式 (4)，(5)，(6)における (X/Xn)1/3, (Y/Yn)1/3, (Z/Zn)1/3

は，0.2069以下の場合にそれぞれ以下の式に置き換わる．(
X

Xn

) 1
3

→ 7.787
(

X

Xn

)
+

16

116(
Y

Yn

) 1
3

→ 7.787
(

Y

Yn

)
+

16

116(
Z

Zn

) 1
3

→ 7.787
(

Z

Zn

)
+

16

116

任意の 2色 c1(L1, a1, b1),c2(L2, a2, b2)の色差∆É(c1, c2)は

式 (7)で計算可能である．

∆É(c1, c2) =

√
(L1 − L2)

2 + (a1 − a2)
2 + (b1 − b2)

2(7)

式 (1)–(6)を用いて，Webページ画像に含まれるすべての画

素の RGB 値を L*a*b*表色系に変換する．その後式 (7) によ

り索引色との色差を計算し，Webページ画像に含まれる色を，

索引色の中で色差が最も小さいものに近似する．提案手法では，

配置位置に含まれる索引色に対し検索者が選択した索引色との

色差を用いて重み付けを行う．ある索引色 c1 が選択された時

c2 につける重み ∆E(c1, c2)を式 (8)と定義する．

∆E(c1, c2) =
∆É(c1, c2)

(索引色間距離の最大値)
(8)



図 2 検索者が視覚的印象を入力するインタフェース

Step1-3 Step1-2で得られたWebページ画像の色の配置位

置ごとにおける割合を計算し，索引として保存する

提案手法では，検索者は視覚的印象を元に色と，その色の配

置位置を入力することで Web ページ検索を可能としている．

Webページ画像を上下左右 3等分し，合計 9箇所を色の配置

位置とする．各配置位置ごとに含まれる索引色の割合を元に

類似度を計算し，Web ページの索引とする．すなわち，1 つ

のWeb ページに対し配置位置 Pi に対する索引色 Cij を生成

する．ただし Pi はWeb ページ画像を分割後における i 番目

(1 <= i <= (索引色数))の配置位置，Cij は配置位置 Pi に対し j

番目 (1 <= j <= 9)の索引色が含まれる割合である．

2. 2 視覚的印象の強度調整機能を有するWebページ検索

手法の実現方式

ここでは，視覚的印象に基づく索引自動構成機構により索引

をつけられたWebページから，検索者毎に異なる記憶に対応

したWebページ検索手法について述べる．図 1右部分に，本

手法の構成を示す．本手法は，次の手順により実行する．

Step2-1 検索者が与えた色，配置位置を元に索引色を決定

する

検索者が視覚的印象を入力するインタフェースを図 2に示す．

検索者は，以下の手順で視覚的印象をシステムに入力する．

視覚的印象入力手順-1 検索したい色を選択する

図 2左上部のリストから，検索したい色を選択する（図 2で

は “赤”を選択している）．ここで選択可能な色は，{赤,ピン

ク,青,黄,緑,オレンジ,茶,黒,白 }とした．
視覚的印象入力手順-2 手順-1で指定した色を定義する

手順-1で指定した色を，図 2右部の色選択部からすべて選択

する．選択した色と，索引色との色差が小さいものを，検索者

が選択した索引色とする（図 2ではあかいろ，しゅいろ，だい

だいいろが索引色として定義された．）．この手順により，検索

者の環境による色の表示の差異をなくし，検索者の記憶から適

切な索引色を選択させることを可能とする．

視覚的印象入力手順-3 色の配置位置を指定する

図 2 左部の格子がWeb ページに対応する．手順-1，手順-2

で指定した色がWebページ上のどこに存在していたかを選択

する（図 2では左上，中上，右上を選択した．）．

Step2-2 検索者が与えた色の選択した配置位置における割合，

図 3 検索者の視覚的印象を用いたWeb ページ検索結果

選択していない配置位置における割合を元に類似度を計算し，

ソートして表示する

検索者が入力した色とその配置位置から，Webページの類似

度を決定する．類似度 Simは，検索者が指定した配置位置に

含まれる各索引色の割合を元に構成される α（以後 α類似度と

呼ぶ）と，検索者が指定していない配置位置における各索引色

の割合を元に構成される β（以後 β 類似度と呼ぶ．）を用いて

式 (9)で定義する．

Sim = α + k · α · f(β) (9)

ただし k は感性定数であり，0 <= k <= 10の値を取る．検索者

が指定するパラメータである． α類似度は検索者が記憶してい

る部分に対応し，β 類似度は検索者が記憶していない部分に対

応する． ここで α類似度と β 類似度を用いるのは，以下の仮

説によるものである．

仮説-1 検索者が選択していない配置位置における索引色は，

検索者が選択した配置位置における索引色を引き立たせる．

また，検索者が指定した索引色と，配置位置に含まれる全索

引色との色差を用いて重み付けを行う．我々は，色差に対して

以下の仮説を立てた．

仮説-2.1 検索者が指定した配置位置における選択索引色との

色差が小さい索引色ほど強く印象に残る．

仮説-2.2 検索者が指定していない配置位置における選択索引

色との色差が大きい索引色ほど選択索引色を引き立たせる．

これら仮説に基づき，検索者が k番目の索引色を選択した場



図 4 色差で重み付けを行う β 類似度の算出プロセス．ただし

Cij , CLi, ∆E(CLi, CLj), Ćij はそれぞれWebページ画像の i

番目の配置位置における j 番目の索引色が含まれる割合，i 番目

の索引色の L*a*b*値，最長索引色間距離に対する 2 索引色間

の割合，距離による補正後の索引色の割合を表す．ここで得られ

る Ćij の総和を β 類似度とする．
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図 5 β 類似度と感覚の強さの関係．β 類似度は検索者が選択していな

い配置位置に含まれる，選択索引色以外の索引色で構成される．

β 類似度が大きいほど式 (14) に従い選択索引色を強調させる．

合，i番目の配置位置における α 類似度 αik，β 類似度 βik は

次の式で定義する．

αik =

allC−1∑
j=0

Cij · (1 − ∆E(CLk, CLj)) (10)

βik =

allC−1∑
j=0

Cij · ∆E (CLk, CLj) (11)

ただし allC, CLk はそれぞれ総索引色数，k 番目の索引色の

L*a*b*値を表す．図 4に β 類似度算出のプロセスの例を示す．

式 (10),(11) をWeb ページ画像全体に適用した α,β は次の式

で定義する．

α =

allP−1∑
i=0

allC−1∑
k=0

αik · ChCk · ChPi (12)

β =

allP−1∑
i=0

allC−1∑
k=0

βik · ChCk · (1 − ChPi) (13)

ただし allP は Web ページ画像の分割数である．また，

ChCk, ChPi は検索者が選択した索引色，配置位置であるかど

うかを表し，選択していれば 1，選択していなければ 0とする．

式 (9)における f(β)は，“感覚は刺激の対数に比例する”と

いうフェヒナーの法則に従ったもので，次の式で定義する．

f(β) = − log(1 − β) (14)

図 5に β 類似度として式 (14)を用いた場合と β をそのまま

用いた場合との違いを示す．β 類似度は検索者が選択していな

い配置位置における，選択索引色以外の色の割合を元に構成さ

れている．β 類似度が大きいほど強い刺激が与えられることに

なる．

式 (9)を視覚的印象に基づく自動索引構成機構を用いて生成

された全索引に対して適用し，類似度 Simの大きい順にソー

トして表示する．

3. 実 験

提案手法は，検索者が選択した配置位置における各索引色の

割合を元に構成される α 類似度と，検索者が指定していない

配置位置における各索引色の割合を元に構成される β 類似度

を用いて，検索者がインタフェースにより入力した視覚的印象

と，登録されたWebページとの類似度を計算する．本手法で

は，Webページの持つ視覚的印象について次の３つの仮説を用

いている．

仮説-1 検索者が選択していない配置位置における索引色は，

検索者が選択した配置位置における索引色を引き立たせる．

仮説-2.1 検索者が指定した配置位置における選択索引色との

色差が小さい索引色ほど強く印象に残る．

仮説-2.2 検索者が指定していない配置位置における選択索引

色との色差が大きい索引色ほど選択索引色を引き立たせる．

実験では，次の４つの項目を検証することで，これら仮説を検

証し，提案手法の妥当性を検証する．

検証-1 β 類似度導入による提案手法の優位性検証

本検証では，検索者が指定していない配置位置における選択

索引色が，検索者が指定した配置位置における選択索引色を引

き立たせることを示し，提案手法の優位性を検証する．

検証-2 感性定数 kの強弱による提案手法の妥当性検証

本検証では，β 類似度の強弱により，特徴的な色を選択した

配置位置に引き立たせることを示し，提案手法の妥当性を検証

する．

検証-3 色同士の距離を用いた重み付けの効果検証

本検証では，選択索引色との色差を用いた重み付けの効果を

検証する．

検証-4 検索キーの違いによる提案手法の精度検証

本検証では，検索キーとして用いる色の違いによる検索精度

の違いを検証する．

3. 1 実 験 方 法

実験では，各検証のために以下の３手法に従い，提案システ

ムを構成する．

提案手法-1 式 (9)に基づく類似度計算機構を備えた視覚的印

象によるWebページ検索手法

提案手法-1では，式 (9)に基づいて類似度を計算する．これ

により α 類似度，β 類似度ともに色差を含めた類似度計算を

行う．

提案手法-2 β のみに色差の重み付けを行う類似度計算機構を

備えた視覚的印象によるWebページ検索手法

提案手法-2では，式 (12)における αik は式 (10)の代わりに



以下の式を用いる．

αik = Cij (15)

式 (15)により，α類似度は，検索者が指定した配置位置に含ま

れる選択索引色の割合で表される．β 類似度は提案手法-1と同

様である．

提案手法-3 色差の重み付けを行わない類似度計算機構を備え

た視覚的印象によるWebページ検索システム

提案手法-3 では，色差による重み付けを行わない．式 (12)

における αik には式 (15)を用いる．式 (13)における βik には

式 (11)の代わりに以下の式を用いる．

βik = 1 − Cij (16)

これは，検索者が指定していない配置位置の色は，検索者が指

定した色以外の色が均等に色の印象に影響を与えることを意味

する．式 (16)により，β 類似度は，検索者が指定していない配

置位置に含まれる，選択索引色と異なる索引色の割合の総和で

表される．

被験者は，上記３手法を備えたWebページ検索システムを用

いて，色とその配置位置を入力することによりWebページを

検索する．その後，システムが出力した結果から被験者の要求

した色と配置位置に適したWebページを選択して正解とする．

これにより，上位 n 件の適合率を求めて，提案手法の優位性，

効果の検証に用いる．ここで適合率は以下の式で定義する．

（適合率）=
（上位 n件で正解のWebページ数）

n
(17)

提案手法は，索引色となる色の種類を，JIS規格で定められて

いる色鉛筆が持つ有彩色 42色 [8]と，白，黒，灰の 45色で構

成した．実験に用いるWebページには，文書データ，画像，そ

れらを構成するレイアウトを持ったWebページをランダムに

1200件収集したものを用いた．

実験には７人の大学生が被験者として参加した．各被験者は，

“上部が赤いWebページ”，“上部が青いWebページ”，“上部

が黄色いWebページ”，“上部が緑のWebページ”を要求する

こととした．

各検証のため，式 (9)における感性定数 kがそれぞれ=0,1,10

の場合において，３種類の提案手法を用いて検索を行い，適合

率を求めた．k=0は，β 類似度を用いない場合に相当する．ま

た，k=10は β 類似度を強調した場合に相当する．

検証-1は，k=0の結果と k=1の結果を比較することにより，

β 類似度導入による効果を検証する．検証-2は，k=1の結果と

k=10の結果を比較することにより，β 類似度強調による効果

を検証する．検証-3は，提案手法毎の類似度を比較することに

より，適合率の変化を検証する．

3. 2 実験結果と考察

表 1は，被験者７人がWebページ検索を行った時の適合率

の平均を表す．各提案手法において，検索結果の例を図 7–図

10に示す．

3. 2. 1 β 類似度導入による提案手法の優位性に対する考察

表 1における，k=0の結果と k=1の結果を比較することに

表 1 k の値による適合率の変化

(k = 10) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 44.71 % 48.24 % 58.82 %

上位 20 件 42.94 % 48.24 % 53.23 %

上位 30 件 40.78 % 48.24 % 52.55 %

(k = 1) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 34.21 % 41.33 % 38.24 %

上位 20 件 31.58 % 44.33 % 45.00 %

上位 30 件 30.00 % 46.00 % 48.24 %

(k = 0) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 21.25 % 28.75 % 26.88 %

上位 20 件 24.69 % 35.63 % 35.63 %

上位 30 件 21.88 % 38.13 % 38.13 %

図 6 図 8 における α 類似度への色差を用いた重み付け導入による２

位の変化 (k=10)．左が α類似度に重み付けを行わない結果，右

が α 類似度に重み付けを行った結果．検索者が記憶している色

が “青” なのに対し，近似された “水色” が上位にランキングさ

れた．被験者は “水色” をイメージしていなかったため，不適合

とみなした．

より，β 類似度導入による効果を検証する．図 7–図 10 より，

k=0の場合には検索者が選択した配置位置以外において，選択

索引色の含まれる割合が多いWebページが上位にあがるのに

対し，k=1の時は，検索者が選択した配置位置における色のみ

が検索者の指定した色となるWebページが上位にランキング

された．また，表 1 において k=1，すなわち β 類似度の導入

によって適合率が向上した．これにより，β 類似度を導入する

ことによって，Webページ検索の精度が向上することを明らか

にした．

3. 2. 2 感性定数 kの強弱による提案手法の妥当性に対する

考察

表 1における k=1の結果と k=10の結果を比較することに

より，β 類似度を強調することによる効果を検証する．表 1よ

り，いずれの提案手法においても，k=1の時と比較して k=10

の時の適合率が向上した．また，図 7–図 10より，kの値を上

げることによって，検索者が指定した配置位置に，検索者が指

定した色を特徴に持つWebページが上位にランキングされる

ことを確認した．これにより，提案手法の妥当性を確認した．

3. 2. 3 色同士の距離を用いた重み付けの効果に対する考察

表 1における提案手法毎の類似度を比較することにより，色

同士の距離を用いた重み付けの効果を検証する．表 1より，提

案手法-1は，他の 2手法と比較すると適合率が低下している．

これは，α類似度の算出で用いる検索者の選択した配置位置に

おける選択索引色が，図 2を介して正確にシステムに入力され

た色であり，この色を近似することで検索者が指定した色が近
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図 7 k の値によるシステムの出力結果の変化（上が赤のWeb ページ

を検索）

表 2 赤色をキーとしたWeb ページ検索時の適合率

(k = 10) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 60.00% 50.00% 45.00%

上位 20 件 52.55% 61.25% 55.00%

上位 30 件 40.83% 57.50% 58.33%

(k = 1) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 37.50% 45.00% 32.50%

上位 20 件 38.75% 58.75% 51.25%

上位 30 件 34.17% 59.17% 53.33%

(k = 0) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 25.00% 37.50% 42.50%

上位 20 件 35.00% 47.50% 46.25%

上位 30 件 30.00% 48.33% 49.17%

似され，検索者が記憶している色と，提案手法-1の出力する色

とに差異が生じてしまうことが原因と考えられる．例として図

6 を取り上げる．被験者は “青” を検索しようとした時，α 類

似度に色差の重みづけを行わない結果表示された図 6左が，図

6右に変化した．図 6右は色が検索者の指定した “青”とは異

なる色であるものの，“青”と類似した色が選択した配置位置に

多く含まれているため，上位にランキングされて適合率を低下

させた．このことから，提案手法は検索者が検索キーとしてイ

メージする色を正確にシステムに伝えており，α類似度に色差

の重み付けを行わない方が精度が向上することを明らかにした．

また，提案手法-2による適合率と，提案手法-3による適合率
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図 8 k の値によるシステムの出力結果の変化（上が青のWeb ページ

を検索）

表 3 青色をキーとしたWeb ページ検索時の適合率

(k = 10) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 78.00% 73.33% 80.00%

上位 20 件 79.00% 66.67% 64.00%

上位 30 件 78.67% 58.89% 54.00%

(k = 1) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 45.71% 63.33% 52.00%

上位 20 件 40.71% 50.00% 43.00%

上位 30 件 39.52% 42.22% 42.00%

(k = 0) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 27.50% 30.00% 27.50%

上位 20 件 30.00% 31.25% 31.25%

上位 30 件 26.67% 29.17% 33.33%

にはほとんど差がない．このことから，β 類似度に色差を用い

た重み付けを行う必要がないことを明らかにした．

3. 2. 4 検索キーの違いによる提案手法の精度に対する考察

表 2–表 5に，検索に用いた色ごとの適合率の平均を示す．検

索キーに用いる色の種類によって，適合率にばらつきが生じた．

図 7–図 10より，検索者が指定したキーと類似した索引色が選

択されながら，類似した索引色と検索者との相違が生じている

ために適合率が低下していることが明らかとなった．図 8では，

“青”の類似した索引色として “すみれ”“ぐんじょう”を多く含

むWeb ページが上位にランキングされ，検索者はそれを青に

適合としている．しかしながら，図 9では，“黄”に類似した索
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図 9 k の値によるシステムの出力結果の変化（上が黄のWeb ページ

を検索）

表 4 黄色をキーとしたWeb ページ検索時の適合率

(k = 10) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 22.50% 46.67% 55.00%

上位 20 件 18.75% 45.00% 45.00%

上位 30 件 23.33% 41.11% 44.17%

(k = 1) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 27.50% 36.67% 37.50%

上位 20 件 21.25% 38.33% 43.75%

上位 30 件 21.67% 35.56% 41.67%

(k = 0) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 12.50% 20.00% 22.50%

上位 20 件 17.50% 31.25% 31.25%

上位 30 件 16.67% 34.17% 33.33%

引色として “白”“黄緑”を多く含むWebページが上位にランキ

ングされ，検索者は不適合としている．このことから，本実験

においては人が理解しやすい色に近づけることを目的として色

鉛筆の色を索引色に利用したが，検索キーとして与える色に適

した索引色を設定することで適合率が改善すると考えられる．

4. 関 連 研 究

文献 [3], [5], [6] は見た目を用いたWeb ページ検索手法であ

る．文献 [3]はWebページのレイアウトに注目し，検索者がス

ケッチしたレイアウトを元に類似する見た目のWebページを

検索する手法を提案している．文献 [3]ではWebページレイア
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図 10 k の値によるシステムの出力結果の変化（上が緑の Web ペー

ジを検索）

表 5 緑色をキーとしたWeb ページ検索時の適合率

(k = 10) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 10.00% 44.00% 50.00%

上位 20 件 12.50% 41.00% 46.25%

上位 30 件 10.83% 50.00% 53.33%

(k = 1) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 17.50% 32.50% 27.50%

上位 20 件 18.75% 38.75% 42.50%

上位 30 件 17.50% 50.83% 48.33%

(k = 0) 提案手法-1 提案手法-2 提案手法-3

上位 10 件 20.00% 20.00% 22.50%

上位 20 件 16.25% 32.50% 33.75%

上位 30 件 14.17% 40.83% 36.67%

ウトを参考にすることが目的で設計されているため，スケッチ

にはテーブル，テキストといった HTMLタグの情報を入力す

る必要がある．文献 [5]はWebページを画像化してエッジ検出

を行うことによりブロックを抽出し，ブロックの配置パターン

によってWebページを比較している．文献 [6]はキーワードに

よる検索結果から検索者が選択したWebページと視覚的に類

似したWebページを提示する VIPSアルゴリズムを提案して

いる．文献 [5], [6]ではWebページ同士の類似性を評価してお

り，検索者が検索キーを生成して各Webページと比較する点

で提案手法とは異なる．

文献 [1], [2]は類似画像検索手法である．文献 [2]は，個人によ



り異なる視覚感性を階層構造を用いることでモデル化し，類似

画像検索へ応用する手法を提案している．文献 [1]は，L*a*b*

表色系を用いて計算した色差を元に，画像に対して感性語を自

動抽出する手法を提案している．提案手法は，Webページの特

徴を考慮し，配置位置に対して重み付けを行う点が異なる．

5. お わ り に

本稿では，Webページに含まれる色とその配置位置に基づい

た視覚的印象によるWebページ検索手法を提案した．ここで，

色とその配置位置に基づいた視覚的印象とは，Webページがブ

ラウザに表示された直後のイメージのうち，検索者が記憶する

部分を指す．本手法の主要な特徴は，Webページ画像を視覚的

印象として，Webページ検索のための索引自動構成機構を実現

する点にある．これにより，検索者は色とその配置位置を記憶

している場合でも，検索キーを言葉で与えることが困難な状況

においてWebページ検索が可能となった．さらに，Webペー

ジ画像から抽出される特徴を検索者が指定する機構を実現した．

これにより，同一Webページに対する異なる検索者の記憶の

相違による検索精度の低下の抑制が可能となった．本手法のプ

ロトタイプを実装し，実験により本手法の有効性を検証した．

今後の課題は，複数の色を同時に指定すること，言語データ

を検索キーに用いた検索手法との組み合わせにより精度向上を

図ることがあげられる．また，Webページに出現する色の頻度

に合わせた索引色の生成手法も考えていく予定である．
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